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総
務
常
任
委
員
会
は
６
月

19
日
に
委
員
会
を
開
会
し
、

付
託
さ
れ
た
議
案
３
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
審
査

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
財
政

調
整
基
金
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正【賛

成
全
員
：
可
決
】

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
の
激

増
で
財
源
が
著
し
く
不
足
す

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
不

足
額
を
埋
め
る
財
源
に
充
て

る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
事

業
財
政
調
整
基
金
を
処
分
で

き
る
よ
う
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

　

　

19
年
度
末
で
基
金
の

残
高
が
１
億
３
千
万
円
余
り

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
保
険

料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

　

市
民
部
長　

17
年
度
か
ら

実
質
赤
字
で
、
そ
の
赤
字
の

穴
埋
め
分
を
基
金
を
取
り
崩

し
て
運
営
し
て
き
た
が
、
国

保
事
業
の
中
で
健
全
な
運
営

を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

保
険
料
の
引
き
上
げ
を
行
っ

た
こ
と
か
ら
、
引
き
下
げ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在
考

え
て
い
な
い
。

◆
税
条
例
の
一
部
改
正

【
賛
成
全
員
：
可
決
】

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
平
成
20
年
４
月

30
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

　

税
務
課
長　

高
齢
化
社
会

の
進
展
に
よ
り
、
公
的
年
金

を
受
給
す
る
高
齢
者
数
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
公

的
年
金
受
給
者
の
納
税
の
便

宜
と
徴
収
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
21
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
市
と
し
て
大
き
く
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

副
市
長　

京
田
辺
市
を
ふ

る
さ
と
と
考
え
る
人
と
そ
う

で
な
い
と
考
え
る
人
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
微
妙
で
あ
り
、
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本

市
の
税
収
が
減
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
京
田
辺
を
Ｐ

Ｒ
し
て
く
れ
る
よ
う
な
人
の

育
成
な
ど
、
限
定
し
た
形
で

募
集
し
よ
う
と
い
う
明
確
な

思
い
は
持
っ
て
い
る
。

◆
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
改
正

【
賛
成
全
員
：
可
決
】

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
対

す
る
損
害
賠
償
に
係
る
補
償

基
礎
額
の
加
算
額
に
つ
い
て
、

配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
に

係
る
加
算
額
を
２
０
０
円
か

ら
２
１
７
円
に
引
き
上
げ
る

も
の
。

　

　

補
償
基
礎
額
の
金
額

は
。
ま
た
、
加
算
額
と
の
関

連
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

消
防
総
務
課
長　

補
償
基

礎
額
に
つ
い
て
は
、
階
級
と

勤
務
年
数
に
よ
り
異
な
る
が
、

日
額
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
決
ま

っ
て
い
る
。
加
算
額
に
つ
い

て
は
、
扶
養
親
族
が
あ
る
場

合
に
加
算
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
国
家
公
務
員
の
扶
養

手
当
月
額
の
引
き
上
げ
に
よ

り
、
日
額
相
当
分
の
引
き
上

げ
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は

６
月
18
日
に
委
員
会
を
開
会

し
、
付
託
さ
れ
た
請
願
１
件

及
び
議
案
１
件
の
審
査
、
補

正
予
算
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

請
願
審
査

◆
一
休
寺
周
辺
の
景
観
保
存

に
つ
い
て
の
請
願

 

【
賛
成
全
員
：
採
択
】

　
　
（
請
願
項
目
は
左
表
）

　

　

一
休
寺
周
辺
の
植
生

の
調
査
は
行
う
の
か
。

　

計
画
建
築
課
長　

専
門
の

知
識
を
持
っ
た
市
職
員
に
よ

り
樹
種
を
調
査
し
、
調
査
結

果
に
基
づ
き
、
樹
種
に
よ
る

特
性
を
専
門
家
に
聴
く
考
え

で
あ
る
。

　

　

市
と
し
て
一
休
寺
の

位
置
づ
け
を
ど
の
よ
う
に
認

識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

建
設
部
長　

市
の
財
産
で

重
要
な
文
化
財
と
考
え
て
い

る
が
、
裏
山
を
含
ん
で
の
文

化
財
と
し
て
指
定
し
て
い
る

も
の
で
は
な
い
。
眺
望
は
守

ら
れ
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け

行
政
指
導
は
し
て
い
き
た
い
。

　

　

開
発
に
伴
う
排
水
が

山
手
幹
線
の
排
水
に
接
続
さ

れ
る
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

計
画
建
築
課
長　

山
手
幹

線
の
排
水
は
道
路
排
水
で
あ

り
、
一
休
寺
周
辺
に
流
れ
込

む
よ
う
で
あ
れ
ば
、
新
し
い

施
設
を
作
っ
て
黒
田
川
に
流

し
込
む
こ
と
に
な
る
。

議
案
審
査

◆
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改

正

【
賛
成
全
員
：
可
決
】

　

南
田
辺
北
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
に
伴
い
設
置
さ
れ

た
、
角
田
い
こ
い
公
園
、
田

中
み
な
も
公
園
、
三
山
木
綾

ケ
谷
公
園
、
三
山
木
口
駒
ケ

谷
公
園
を
都
市
公
園
と
し
て

追
加
す
る
も
の
。

　

　

南
田
辺
の
新
興
住
宅

地
に
お
い
て
、
市
民
に
よ
る

公
園
の
管
理
は
非
常
に
難
し

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

施
設
管
理
課
長　

当
面
の

間
は
、Ｕ
Ｒ
に
お
願
い
す
る
。

　

　

公
園
の
配
置
は
慎
重

に
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
基
準
は
あ
る

の
か
。

　

建
設
部
副
部
長　

半
径

２
５
０
㍍
間
隔
で
１
箇
所
と

い
う
国
の
基
準
は
あ
る
が
、

設
置
箇
所
は
、
開
発
業
者
と

協
議
し
て
い
く
し
か
な
い
。

補
正
予
算

補
正
予
算

　

　

鶴
亀
温
泉
施
設
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
問
題
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

　

計
画
建
築
課
担
当
課
長　

調
査
し
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃

度
に
よ
り
処
理
方
法
と
処
理

費
用
が
変
わ
っ
て
く
る
た
め
、

濃
度
に
応
じ
て
対
処
し
て
い

き
た
い
。

　

　

鶴
亀
温
泉
施
設
の
ア

ス
ベ
ス
ト
問
題
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

　

計
画
建
築
課
担
当
課
長　

調
査
の
結
果
、
ア
ス
ベ
ス
ト

材
は
見
当
た
ら
ず
使
用
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

　

鶴
亀
温
泉
解
体
後
の

市
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

　

環
境
課
長　

撤
去
工
事
後

は
、
京
都
府
と
協
議
の
上
、

隣
接
す
る
河
原
保
育
所
の
駐

車
場
利
用
な
ど
と
一
体
的
に

活
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
協

議
が
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
は

４
月
28
日
に
閉
会
中
の
委
員

会
を
開
会
し
、
所
管
事
務
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査

◆
学
校
図
書
館
及
び
ト
イ
レ
、

エ
ア
コ
ン
設
置
の
実
態

　

学
校
図
書
館
の
実
態
並
び

に
ト
イ
レ
及
び
エ
ア
コ
ン
設

置
の
実
態
に
つ
い
て
、
大
住

中
学
校
、
田
辺
小
学
校
、
三

山
木
小
学
校
の
３
校
を
訪
れ
、

視
察
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
は

６
月
17
日
に
委
員
会
を
開
会

し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
２
件

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
審
査

◆
一
町
田
多
目
的
運
動
広
場

設
置
条
例
の
制
定

【
賛
成
全
員
：
可
決
】

　

一
町
田
多
目
的
運
動
広
場

が
完
成
し
た
こ
と
に
伴
い
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
、
余
暇
の

活
動
等
に
供
す
る
た
め
、
設

置
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
使
用
申
し
込
み
は
可
能
か
。

　

教
育
部
副
部
長　

施
設
の

空
き
状
況
は
確
認
で
き
る
が
、

申
し
込
み
申
請
は
紙
ベ
ー
ス

と
な
る
。

　

　

施
設
内
で
の
飲
食
は

制
限
さ
れ
る
の
か
。

　

教
育
部
副
部
長　

宴
会
目

的
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
は

除
き
、
弁
当
程
度
の
も
の
は

柔
軟
に
考
え
た
い
。

　

　

施
設
内
で
火
気
を
使

用
し
て
調
理
す
る
こ
と
は
全

面
的
に
禁
止
さ
れ
る
の
か
。

　

教
育
部
副
部
長　

消
防
の

関
係
も
あ
り
、
模
擬
店
な
ど

で
火
気
を
使
用
さ
れ
る
場
合

は
、
届
け
出
を
し
て
利
用
い

た
だ
く
形
と
な
る
。

　

　

17
年
度
か
ら
19
年
度

に
か
か
っ
た
多
目
的
運
動
広

場
の
総
工
費
は
い
く
ら
か
。

　

教
育
部
副
部
長　

３
年
間

の
事
業
費
は
１
億
２
０
６
８ 

万
４
９
５
０
円
で
あ
る
。

　

　

全
天
候
型
施
設
へ
の

発
展
は
あ
る
の
か
。

　

教
育
部
副
部
長　

池
を
一

部
埋
め
立
て
た
関
係
で
地
盤

の
安
定
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、

財
政
状
況
の
見
通
し
も
含
め
、

今
後
の
検
討
課
題
と
考
え
る
。

◆
平
成
20
年
度
田
辺
東
小
学

校
管
理
棟
耐
震
補
強
工
事
及

び
大
規
模
改
修
工
事
請
負
契

約

【
賛
成
全
員
：
可
決
】

あ
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。

　

教
育
総
務
室
指
導
主
幹　

積
算
に
は
直
近
の
単
価
を
入

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
が
、

自
ず
と
限
界
が
あ
る
。

　

　

業
者
が
前
も
っ
て
資

材
を
確
保
で
き
な
い
中
で
、

積
算
か
ら
入
札
ま
で
の
間
に

　

条
件
付
一
般
競
争
入
札
で

吉
田
工
業
株
式
会
社
が
落
札

し
、
１
億
９
５
８
２
万
５
０ 

０
０
円
で
請
負
契
約
を
締
結

す
る
も
の
。
工
期
は
平
成
21

年
３
月
13
日
ま
で
。
内
容
は

鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
に
よ
る
補
強

15
カ
所
、
屋
上
の
防
水
改
修

な
ど
の
工
事
を
行
う
も
の
。

　

　

入
札
参
加
業
者
７
社

の
う
ち
５
社
が
辞
退
し
て
い

る
が
、
辞
退
の
理
由
は
何
か
。

　

建
設
政
策
推
進
室
担
当
課

長　

最
近
の
原
材
料
費
、
建

材
費
の
高
騰
に
よ
り
、
営
業

上
の
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

　

積
算
時
期
と
入
札
時

期
が
相
当
空
い
て
お
り
、
そ

の
間
に
建
材
費
等
の
高
騰
が

材
料
費
が
上
が
っ
た
場
合
、

ど
う
対
応
さ
れ
る
の
か
。 

　

建
設
部
長　

急
激
に
物
価

が
上
が
っ
た
場
合
に
は
、
契

約
変
更
で
そ
れ
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
を
業
者
に
伝
え
れ

ば
、
辞
退
な
し
に
入
札
し
て

も
ら
え
る
の
で
は
と
考
え
る
。

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

納税手続きの窓口（市役所税務課）

総

務

閉
会
中
の
委
員
会
調
査

大住中学校図書館を視察

建

設

経

済

 新設された三山木口駒ケ谷公園　　　　
　　　　　　　　　　 　を現地調査

文

教

福

祉

供用開始する一町田多目的運動広場

採択した請願（要約）
一休寺周辺の景観保存につい
ての請願

（提出者）
特定非営利活動法人
一休酬恩会　
理事長　田宮　宏悦

（請願項目）
　一休寺周辺の現在の自然
環境、文化的雰囲気を残す
ことを目的とした保存区域
の決定に一日も早く取り組
んで頂きたい。

補正予算の主な内容（一般会計）

（衛生費）
鶴亀温泉解体工事費等　2,450万円


